
企画・制作／河北新報社営業局

たくさんの投稿ありがとう!

わたしの好きな
「みどりのある風景」

　杜の都のみどりを未来につないでいくことを目的に
2009年にスタートした「あしたのみどりキャンペーン」は、
今年17年目を迎えました。WEBサイトでは、わたしの好き
な「みどりのある風景」を投稿いただき公開しています。今
回の中間特集では、その中から一部をご紹介します。50年
後も100年後も、みどり豊かな杜の都であり続けるよう、身
近なみどりに親しみ、楽しみながら、みんなで「あしたのみ
どり」を育んでいきましょう。

※各写真の紹介文は新聞表記基準に合わせ、一部を修正している場合があります。

国道47号から一瞬だけ見える風景です。夏の終わり、実り始めていた
栗の木を入れて撮影。瑞 し々いみどりに、心が落ち着きます。他にも
丸森の棚田や花山の番所跡など、県内各所を訪れて撮影を楽
しんでいます。カメラを始めてから行動範囲が広くなり、自
分の視野も広がりました。宮城に移り住んで30年にな
りますが、本当にいいところに来たなと感じていま
す。これからも休日ごとに歩きながら、美しいみ
どりの風景を撮り続けたいと思います。

鳴子峡の鉄橋…（大崎市） （2025年8月撮影）

心落ち着く、美しい風景を探して

大崎市…「香香」さんこと 渡辺 浩二さん

蔵王のシンボルでもあるこの場所には、雪解け後の5月6月、新緑の美しい
季節に毎年訪れています。草原に置かれたトラクター、木立、山の稜
線、そこに現れた羊。会心の1枚となりました。そのほか、お気に入
りの場所には四季を通して何度も訪ねます。偶然見つけた風
景や子どもの頃よく見た原風景、柿や大根を吊るして干
す文化など、写真を通じて懐かしく感じています。今
後も残していきたいと思う「あしたのみどり」の
風景を紹介していきたいと思っています。

蔵王ハートランド…（蔵王町） （2025年6月撮影）

のんびりと、深呼吸したくなる風景

蔵王町…「蔵王のなりちゃん」さんこと成澤 富士子さん

内沼のアサザ…（登米市）
スイレンに似ていますが、これは「アサザ」

です。伊豆

沼・内沼はすまつりは有名ですが、アサザも
趣がある

でしょう？（2025年7月撮影） by：かやねずみ さん

台原森林公園内
「さわらの道」…（仙台市青葉区）
スラッと伸びた背高の姿、木洩れ日が差し込んで、風が吹き抜けていきます。
（2024年7月撮影） by：千貫森 さん

蔵王コスモスライン…（蔵王町）
見渡す限り草木の緑の中を、吸い込まれるように流れていく道

が印象的で、思わず「パシャリ！」
（2025年8月撮影） by：赤馬堅 さん

馬の背…（利府町）
潮が引いていたので、脚が見えたような馬の背で

した。

（2025年4月撮影） by：A.コウ さん

加美町を流れる清流…（加美町）

長沼からこぼれ出てくるきれいな水
。周囲はみどり色に囲

まれていました。
（2024年8月撮影） by：やくらいっこ

 さん

やくらいガーデン…（加美町）

約300ｍ、帯状の花 が々自慢げに咲き誇り、北海道の花畑に

勝るとも劣らぬ景色が圧巻です。
（2025年9月撮影） by：けんちゃん さん

みちのく杜の湖畔公園「ふるさと村」…（川崎町）雲一つない五月晴れの空の下、悠然と連なる蔵王連峰。そこに薫風ただよう、どこか懐かしい風景。
（2024年5月撮影） by：横好き さん

秋保野尻地区…（仙台市青葉区）
蕎麦（ソバ）の花が満開、今年もおいしいそばが期待

できそうです。
（2025年9月撮影） by：八木山のおやじバンド さん

阿武隈川河川敷…（角田市）
角田市東部を流れる阿武隈川。今年は

河川敷の菜の花の生

育が今一ですが、西方の蔵王連峰と黄色
の菜の花を目にする

と、春を実感します。 （2025年4月撮影） by：自由人 さん

日和山公園…（石巻市）
石巻市民の癒しは日和山公園。白い鳥居から太平洋、そして青空と緑の公園。

（2025年8月撮影） by：船越いいぞぉ さん

おおくま花畑…（亘理町）
花畑が以前の倍以上に広くなり、一層壮観な感じがし

ました。

（2025年8月撮影） by：よっち さん

七ヶ宿ダム…（七ヶ宿町）
七ヶ宿ダム、早朝、静寂な夜明けが清 し々い、夏の思い出。

（2025年7月撮影） by：tomi さん

鳴子温泉の潟沼…（大崎市）
みどりの山 に々囲まれて、沼面はコバルトブルー、秋
の紅葉時期も良いですが、この時期も大好きです。
（2025年8月撮影） by：ハッピーわんちゃん さん

仙台藩花山村寒湯番所跡…（栗原市）

静けさの中、ゆっくりと紅葉した木
を々眺め

ながら散策できます。
（2024年11月撮影） by：たま さん

神割崎…（南三陸町）
新鮮な魚介類を買いに、南三陸町まできました。清 し々い青空と海風が気持ち良かったです。
（2025年8月撮影） by：まちこ さん

長沼フートピア公園…（登米市）
30年ぶりに会った同級生にLINEで送った1枚です。元気でまた会えるように、この景色をプレゼントしました。

（2025年8月撮影） by：まぼちゃん。 さん

みちのく杜の湖畔公園…（川崎町）
湖畔公園ふるさと村から、緑のコキアを中央に置き
撮影した１枚です。赤くなる前のコキアも見応えあり
ました。（2025年8月撮影） by：しゅんきち さん

やまびこ吊り橋…（七ヶ宿町）
きれいな風景に心が洗われました。

（2024年11月撮影） by：ウォーカー さん

青葉山公園の河川敷…（仙台市青
葉区）

仙台の広瀬川に架かる、市街地か
ら青葉城址を結ぶ「大橋」

です。石造りの橋が緑に囲まれ素敵
でした。

（2024年5月撮影） by：あごひげ さ
ん

青葉山公園の長沼…（仙台市青葉区）
公園の長沼にはカモなどの野鳥がいて、ベンチに座り眺めていると癒やされます。

（2025年9月撮影） by：宮城はらちゃん さん

特別史跡多賀城跡附寺跡…（多賀城市）
久しぶりに足を運んだ際に撮影しました。以前はな

かった建物が復元されていました。

（2024年7月撮影） by：エイターマン さん
伊豆沼…（栗原市・登米市）

（2025年8月撮影） by：K.Suzuki さん

川渡温泉…（大崎市）
鳴子温泉手前、小さな温泉街の道路沿いにあるお気に入りの場所。小さな桟敷席感覚になれる静かな特等席です。（2025年4月撮影） by：パパばあば さん

蔵王の御釜…（蔵王町）
下界の酷暑と違い、ちょっと冷たい風

が吹い

ていて気持ち良く、正にパワースポッ
ト。

（2025年7月撮影） by：ゆあ さん

白石川の一目千本桜…（大河原町）
桜と菜の花が美しく、映えていました。
（2024年4月撮影） by：ナトリのたぬき さん

輪王寺…（仙台市青葉区）
庭園とハスの花がきれいで思わず写真を撮りました。

（2025年8月撮影） by：大吉 さん

大倉ダム下公園…（仙台市青葉
区）

春先の豪壮な放水によって、立ち
のぼる水煙に挑むかのよう

に桜は咲き誇り、その光景は見る
者を圧倒します。

（2025年4月撮影） by：青葉区の
生出 さん

笊川（ざるがわ）の土手…（仙台市太白区）
春は桜、夏は水遊び、秋は散策、冬は白鳥が来訪する笊
川。せせらぎから川外に目を移すと、こんな豊かな緑が。

（2025年6月撮影） by：サトウトモアキ さん

出島大橋…（女川町）
2024年12月19日に開通した、青空に映える出島大橋をバックに！

（2025年4月撮影） by：teru さん

塩竈神社境内…（塩竈市）
鳥居がひときわ目立っていました。

（2025年8月撮影） by：かなぽん さん

金蛇水神社…（岩沼市）
最近は人気アニメの若いファンが多く、社殿の前に
は巳年の花祭りを記念し、花鱗の門が作成されていました。（2025年5月撮影） by：CHIYOKO さん

小牛田の田園…（美里町）視界いっぱいの緑。日本って良いなと実感。（2025年7月撮影） by：withvivi さん

オニコウベスキー場
…（大崎市）

緑が映える青い空。

（2025年8月撮影
） by：うっかり さん

蔵王国定公園芝草平…（七ヶ宿町）
キンコウカのお花畑。鳥のさえずり、遠くには南屏風岳を望み、ここでしか味わえない世界が広がっています。

（2025年7月撮影） by：ココ さん

加瀬沼…（塩竈市・多賀城市・利府町）
深い緑が夏。ほんの淡い茶が秋。まだ、季節が迷って
いるようです。

（2025年9月撮影） by：joka さん

冬の朝、マガンの飛び立ちを待つこの場所には、夏は

ハスの花がきれいに咲きます。

中間特集

2025

　ハナミドリエとは、花とみどりのチカラ
で人と人、人とまちをつなげ、杜の都・仙
台のまちづくりを進める取り組みです。
ぜひ一緒に、ハナミドリエに参加しませんか！

　公園愛護協力会は、地域の方々が協力しながら、こどもたちや地域の皆さ
まが気持ちよく安全に利用できる公園づくりに取り組むボランティア団体で
す。市内約1,860公園のうち1,300カ所以上の公園で結成されており、多く
の会員が地域にある身近な公園の環境美化のため活動しています。

　南鍛冶町老人クラブ「宝寿会」の会員27人で組織する「南鍛冶
町公園愛護協力会」は、花壇づくり、植え替え、維持管理、公園内
の除草・清掃などを行っています。手入れが行き届いた花壇には、
9月中旬になっても色とりどりの花が咲き誇っていました。
　この公園はかつて、立ち入りできないほど荒れていた時期もあ
りましたが、同会では、「みんなが利用できるよう、花でいっぱいに

7月12日土

8月21日木

11月16日日 10：00～12：00（小雨決行）
会場：青葉山公園追廻地区 

プロムナード沿い花壇

＊＊＊参加者には＊＊＊
●花の苗（先着100名） 
●フォレッピバッジを
　プレゼント！

（花苗がなくなり次第終了）

事前申込
不要

直接会場まで
お越しください

参加者
募集

参加費
無料夏の植え替え大作戦！

花苗を1,000株植えました

みんなで植えよう　
秋の植え替え大作戦！

花植え体験～ちょっと花植えしてみませんか～
　約50名の市民の皆さんや協力企業
等の方 に々参加いただき、青葉山公園
追廻地区の花壇に、9種類約1,000株
の夏の花苗を植えました。

はじめてプログラム夏休み企画
「苔テラリウムのクラフト体験」
を開催しました
　太白区のララガーデン長町を会場
に、親子連れなど約30名の皆さんが
参加。丁寧な作業を行い、個性豊か
な作品が完成しました。

　緑の活動団体などのボランティアの
方々にお手伝いいただきながら、花苗
の植え付け体験をしていただきます。

　詳しくは、市政だより11月
号、ハナミドリエのホームペー
ジ、SNSをご覧ください。

百年の杜づくりキャラクター
フォレッピ

SNS、ホームページで
情報発信しています

ホームページ

仙台市公園愛護協力会
一緒に地域の公園をきれいにしませんか？

仙台市のサポート
❶報償金の支給
１団体あたり一律年額13,600円と、公園面積に
応じて7,200円～57,600円を加えた合計額を
支給しています。

❷公園清掃用のごみ袋・土のう袋の配布
❸公園清掃ごみの収集
❹マナー啓発ポスターの配布
その他、草刈機械の貸し出しや資材の支給を行
なっている場合もあります。

南鍛冶町公園愛護協力会

しよう」と活動を開始。いつも公園をきれいに保つことで、遊具で
遊ぶ子どもたちや、日向ぼっこするお年寄り、犬の散歩をする人な
ど、多くの人が利用するようになりました。最近では、地域の子ども
会やその保護者世代の若いお母さんたちも協力してくれるように
なり、活動が広がっています。会長の米山護さんは、「小さな公園
でも、きれいにしていればみんなが集まる。これからも続けていく
ために、子どもや若い人たちがもっと参加してもらえるようにして
いきたい」と思いを語ります。花壇と公園の除草作業に集まった会員の皆さん（写真右が米山会長）

活動団体リポート❶

　地域住民らで結成した「こよなく北三番丁公園を愛する会」の
会員を中心に組織する「北三番丁公園愛護協力会」は、植物が好
き、花が好きな13名ほどのメンバーが所属し、毎朝5時半から花
壇の手入れや公園内の清掃活動などを行っています。作業の後
は一緒にラジオ体操をして終了。その後、お茶会をすることもあり、
会員同士の語らいの時間も楽しみの一つになっているようです。

北三番丁公園愛護協力会

　地域の人からは、「きれいな花だね」「いつもありがとう」などと
声をかけられることも多く、そうした声が活動を続ける励みにも
なっています。一方で、ごみやたばこの吸い殻を捨てる人がいるこ
とも事実。会長の庄子勇さんは、「ごみなどは持ち帰り、みんなが
気持ちよく利用できる公園にしてほしい」と呼びかけています。
　現在、会員は70代・80代が中心。活動を続けていくためには、
次の世代の協力が欠かせません。きれいな花が咲き、愛される公
園であり続けるために、新会員の入会に期待を寄せています。

こよなく愛する公園を、次の世代へ

朝の活動を終えたメンバーの皆さん（右から３人目が庄子会長）

活動団体リポート❷

メッセージ

こんな活動をしています
●花壇づくり・維持管理
●公園内の除草・清掃
●遊具などの施設点検

活動への
ご理解と、ご協力・
ご参加をお願い
いたします

公園愛護協力会について|仙台市（city.sendai.jp）

公園愛護協力会の
新規設立について 詳しくは➡

ご興味のある方は、お気軽
に各区役所・総合支所の公
園課（秋保総合支所は建設
課）までお問合せください。

公園は地域の大切な宝です。こどもからお年寄りまで、
地域で力を合わせて、みんなで公園を守り、育てていき
ましょう。 仙台市公園愛護協力会連合会 会長 渡邉 勝雄

■メッセージ

花いっぱい。みんなが集まる公園に
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